
福岡県



01 福岡県 北九州市

ユズのおつまみ・コンフィ、箸休めゆず香

●ユズ収穫による地域興しと里山美化を
期待し、地元で食べ継がれてきたマー
マレード風なユズのおつまみを「箸休め
ゆず香」と名付けH24年に商品化。

●日本で唯一の加工品のため、食べ方や
いわれを示した和英併記の栞も付け、
海外からの訪問者にも対応。

●平尾台自然の郷、合馬農産物直売所な
どのほか、ＪＲ新幹線小倉駅おみやげ
街道ビエラや北九州空港等の７店舗で
販売。Ｒ２年は約1300個を販売。

取組概要

●高級なお土産や贈答品として、地元有
名店や近郊の駅・空港での販売が定着
し、地域の観光振興に貢献。

●北九州空港の喫茶店に業務用として納
入が実現。季節限定でモーニングセット
やスムージーで提供され好評を得てい
る。更にアウトドアメーカーのフレンド
ショップへの登録のほか、北九州市の
ふるさと返礼品の指定を受け、町おこし
に貢献。

活動成果

箸休め ゆず香 https://ja-jp.facebook.com/tora.saburou
福岡県北九州市小倉南区志井鷹羽台25-6 Tel : 093-961-5273 Fax : 同左

団体部門（ビジネス部門）

６次産業化 地産地消

カフェ・ロゼ北九州空港店のゆず香
入りスムージーＪＲ小倉駅おみやげ街道ビエラ

モンベルの商品ページ
に掲載された製造工程

3種入り手提げ1,620円、
3種入り化粧箱1,820円

ブルーチーズなどに
付けオードブルに

“箸休めゆず香”3種、
ビター・ミディアム・マイルド

伝統の継承

箸休め ゆず香



02 福岡県 大川市

「うえる」 「つくる」 「つなげる」

●家具産業として国産材活用を考えたと
きに家具材として適性を兼ね備えた早
生広葉樹のセンダンに着目。

●H29年にセンダンを使った家具の商品
開発を開始。また、消費のみでなく自分
たちで育てるという意識から、地域の子
ども達も参加する植樹活動も実施。

●R2年度にはセンダン材を使用した商品
のブランド名を「SENDAN」に決定すると
ともにホームページを開設しＰＲを強化。

取組概要

●植樹活動の参加者は住宅供給者や消
費者とその子供達であり、R元年度250
人（６ヶ所、植樹950本）、R2年は285人
（５ヶ所、植樹900本） 、R3年度は500人
（５ヶ所以上）を予定。また、実施回数も
延べ18回となっている。

●センダン材は家具のみならず、ショー
ルームやリノベーション物件の内装材と
しても活用されるようになってきている。

活動成果

協同組合福岡・大川家具工業会 http://www.okawa.or.jp/

福岡県大川市酒見221-3 Tel : 0944-87-2038 Fax : 0944-88-2004

「SENDAN」リノベーション事例

農林漁業 企業との連携 耕作放棄地対策

協同組合福岡・大川家具工業界 地域材開発委員会

「SENDAN」ブランドロゴ
「SENDAN」 リビングプラン

早生樹センダンの普及活動 早生循環型ビジネス構築の実施体制

団体部門（ビジネス部門）



03    福岡県 みやま市

集落みんなで守る「みかんの里」

●パワーショベルの共同利用による園地
整備、中山間直接支払交付金を活用し
た園内道等を自主施工。さらに、道路
の生コン舗装を実施。

●本集落で発見された優良品種「北原早
生」の生産の拡大。「シートマルチ栽培」
による高品質ミカンの生産を推進。

●鳥獣被害防止のため、中山間地域等直
接支払交付金を活用し、H30年に箱わ
な、 R2年には広範囲にワイヤメッシュを
設置。農業者4名が狩猟免許を取得し、
イノシシの捕獲に取り組む。

取組概要

●SSや軽トラックの園内乗入れが可能とな
り、栽培・管理作業の省力化が進み、経
営規模が拡大。「北原早生」、「シートマ
ルチ栽培」（被覆率80％）の導入による
高品質ミカンの生産により、高値で取引
され、北原早生の販売額もH28年の2.1
億円からR2年には2.8億円に増加。

●ミカン農家の経営基盤が強化され、農
家所得が向上。H22年以降、集落に4名
がUターン就農。子供の数も増え、集落
全体が活性化。

活動成果

みやま市役所 農林水産課
福岡県みやま市瀬高町小川5番地 Tel : 0944-64-1522 Fax : 0944-64-1524

道路の生コン舗装作業

高品質ミカンの栽培（シートマルチ栽培）
伍位軒集落の園地

農林漁業
その他

（中山間直払の活用）

伍位軒集落協定
ご い のき

団体部門（コミュニティ部門）



04 福岡県 みやま市

循環型社会を体現する地域憩いの施設

●廃校になった小学校の教室を改装し、
食品加工室やカフェなどをつくり、起業
を目標としたチャレンジ施設「ルフラン」
をオープン。また、ルフラン食品加工組
合を結成し、地元農産物の加工品など
が製造・販売されている。

●ルフラン食品加工組合内のグループが
毎日日替わりでカフェを営業し、老若男
女が集う賑わいの場になっている。

●新型コロナウイルス感染症に対応して３
教室をテレワークオフィスに改装。リ
モートワークやweb会議等に利用されて
いる。

取組概要

●ルフラン食品加工組合はＲ元年度の19
組68名からＲ３年度には37組117名に
増加。

食品加工室の利用日数もＲ元年度の
32回からＲ３年度は300回超の見込み。

●日替わりカフェはコロナの影響もあるが、
Ｒ３年度は営業日は約260日、来客数
は2,500名を見込んでいる。

●一年を通してマルシェや料理教室等の
イベントが開催され、市外からも多くの
人が来て、賑わいを見せている。

活動成果

ルフラン みやま市役所 環境衛生課 E-mail:junkan@city.miyama.lg.jp
福岡県みやま市山川町重富121番地 Tel : 0944-32-8575  Fax :0944 -32-8576 

地産地消
環境保全・
景観保全

食育・教育

ルフラン（みやま市環境衛生課）

開発販売されたドレッシング日替わりカフェの様子

食品加工室

団体部門（ビジネス部門）



05    福岡県 大木町

守ろう×大莞（おおい）の宝×子供たちにつなげ

●S48年よりえのき栽培を開始。H元年に
社会保険の整備など従業員の就業条
件の改善等のため法人化。社会保険の
ほか退職金制度、産前産後休業、育児
休業等を整備。

●さらに、従業員が家庭と仕事を両立でき
るよう就業時間の調整や従業員のライ
フステージと希望に応じたパートから正
社員への登用を推進。

●えのきを使った加工品開発に取組み、
茶、クッキー、ごぶ漬、キムチ、ジュレ、
ベンリディップなどを加工・販売。

取組概要

●大木町におけるきのこ栽培の先駈けで
あり、種菌を培養する種菌センターの設
立などきのこの産地形成に大きく貢献。

●顧客、社員、経営者の「三者満足」が会
社の理念。売上高1億円超の会社に成
長。加工品づくりも経営の柱とすべく、
食の商談会等への参加、消費者を招い
た試食会開催など積極的に推進。

●地元の祭り「大莞（おおい）祭り」へのき
のこご飯の提供、地域の環境保全活動
への積極的な参加などで地域に貢献。

活動成果

有限会社小林きのこ産業 http://kobayashi-kinoko.com/
福岡県三潴郡大木町大薮1027番 Tel : 0944-32-1403  Fax : 0944-32-1403

消費者の試食会・会社見学

６次産業化に向けて加工品を販売

女性の活躍のための経営改革 大莞（おおい）祭り

農林漁業
環境保全・
景観保全

女性の活躍

有限会社小林きのこ産業

団体部門（ビジネス部門）



06 福岡県 みやこ町

メイドインみやこプロジェクト

●学校給食に地場産物をさらに使用する
ため地元ＪＡと学校給食センターで毎月
１回の定例会議を実施。

●児童生徒に地場産物や生産者に興味
をもってもらうため「地場産物だより」を
平成26年度から５回発行。令和２年度
からは毎月発行し各家庭にも配布。ま
た、Facebookにも掲載。

●平成29年度から小学校の教育ファーム
で栽培したさつまいもを、令和３年度は
中学校のキャベツを学校給食に使用。

取組概要

●学校給食における青果物の地場産物使
用割合は年々増加し、保護者からも高
い評価を受けている。

●「地場産物だより」の発行により生産者
と給食センターとの関係が深まるととも
に子ども達は生産者の顔と名前を覚え
るなど地域への関心が深まっている。

●学校給食での地産地消の推進や教育
ファーム等の活用により地域農業への
関心が深まり町の活性化が期待される。

活動成果

みやこ町農林業振興連絡協議会学校給食小委員会

福岡県京都郡みやこ町彦徳580-1    Tel : 0930-33-1035  Fax : 0930-33-1036 

地場産物を活用した学校給食

みやこ町農林業振興連絡協議会学校給食小委員会

６次産業化 地産地消 伝統の継承

地場産物だより

中学校の教育
ファームの様子

小学校の教育
ファームの様子

団体部門（コミュニティ部門）



07 福岡県 筑前町

地域ぐるみで６次産業化に挑戦！

●黒大豆加工品の品揃えを増やすため直
売所に「石臼挽きのきな粉製造器」を導
入しきな粉の製造販売を開始。一次加
工品を同所で行うことできな粉を使用し
た商品開発が進んでいる。

●直営の加工施設を整備し米粉パン及び
豆腐の製造販売を実施。また、レストラ
ンではかまど炊きごはんを提供。

●住民を対象に６次化起業講座を開講。
上記取組により加工品の品揃えが豊富
になりセレクトショップ「手みやげやさ
ん」をＲ３年１月にオープンした。

取組概要

●現在６事業者がロールケーキ等の製造・販
売を行っている。また、農家や女性グルー
プ、高校が黒大豆を原料とした加工品製造
に取組み、煎り豆や納豆など約30品目を
同所で販売している。

● ６次化起業講座は加工技術から販売まで
トータルで行っており、５名が自宅に加工
場を整備、３名が町の施設を加工品の製
造に取り組んでいる。

●同所の売上はH28年度の6.1億円からR2年
度は8.2億円に増加。農産加工品の売上も
5.1千万円から6.8千万円に増加している。

活動成果

㈱筑前町ファーマーズマーケットみなみの里 http://chikuzen-minaminosato.jp/
福岡県朝倉郡筑前町三並866番地 Tel : 0946-42-8115  Fax : 0946-42-0642 

筑前クロダマルを使った商品
（約30品）

かまど炊きごはん・
米粉パン

「６次化商品が並ぶｾﾚｸ
ﾄｼｮｯﾌﾟ内・外観」

６次産業化

(株)筑前町ファーマーズマーケットみなみの里

豆腐

団体部門（ビジネス部門）


